
―研究室探訪―

信州大学医学部器官制御生理学講座（旧第一生理学講座） 大橋 俊夫

教室で行われている研究をご理解いただくため，まず始めに二つのキーワーズをお示しします。

⑴日本リンパ学会と日本発汗学会の両学会の理事長を大橋俊夫教授が10年以上に渡って務めてきています。⑵こ

こ数年の間に当教室で獲得した科学研究費の内訳は次のようになっています。

１．基盤研究A（2010～2014年）（研究代表者 大橋俊夫）

「臨床的応用に視点を置いたリンパ行性微小癌転移機構解明の体系的研究」

２．基盤研究A（2007～2010年）（研究代表者 大橋俊夫）

「リンパ行性微小癌転移機構解明のためのリンパ学を基盤とした体系的研究」

３．基盤研究C（2012～2015年）（研究代表者 河合佳子）

「流れ刺激によるヒト肺細動脈内皮細胞からの炭酸ガス排出機構と呼吸生理学的意義の解明」

４．挑戦的萌芽研究（2012～2014年）（研究代表者 大橋俊夫）

「消化器癌転移時のセンチネル節微小環境変化を可視化評価するための基礎研究」

こうした事実から判るように，教室では循環器病学，腫瘍学，免疫学を連結して新しいリンパ学創成のための研

究を少数のスタッフと複数の研究補助者で行っています。循環器病学的視点からは，リンパの能動的輸送の主役を

荷っているリンパ管の自発性収縮の発生機構やリンパ管内圧やリンパ流などの物理的因子（伸展刺激やずり応力）

刺激による制御様式を生理・薬理学的手法の他，免疫組織化学的あるいは分子生物学的方法を用いて解析していま

す。

腫瘍学的視点からは，センチネルリンパ節を癌原発巣より最も多いリンパ流を受けているリンパ節と読み換え，

微小癌転移の成立に関与する微小環境形成における流れ（ずり応力）刺激の役割を遺伝子レベルで解析し，臨床応

用に結び付ける研究を行っています。さらに消化器癌において癌原発巣の組織内に投与するリンパ催行性物質の開

発を行い，センチネルリンパ節の微小癌転移の早期診断可視化検査法の開発と，その物質内に抗癌剤を充塡して癌

治療を行う臨床応用研究を実施しています。

この流れ研究に関連して，河合佳子准教授の研究グループは，肺細動脈血流が，その内皮細胞表面に存在する

F /F ATP synthaseを刺激して，ATPとH を共分泌し，このH が血漿中のHCO と細胞表面に存在する

carboxylic anhydraseの type の触媒作用を介して，COガスを多量に発生させ，肺胞嚢や肺胞管に排泄してい

ることを見出し，その新概念確立のための研究を遂行しています。

免疫学的視点からは，健康人においてリンパマッサージで下肢のリンパ流を流すと，所層リンパ節からＴ・Ｂリ

ンパ球のみならずNK細胞の放出がみられるが，それがどのような機構で自然免疫能を高めているのかを解明す

る健康科学への発展モデル研究も進めています。

最後に，坂口正雄長野高専名誉教授や小林正義保健学科教授のグループと伴に，私共が開発し，医療機器として

認可を受けた手掌部発汗計を用いて，ヒトの扁桃体，前頭前野機能を表わす生物学的指標を確立するための研究を

行っています。これらの研究成果は下記の論文からご覧いただくことが出来るかと思います。
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